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今年もよろしくお願いいたします。
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文責　福山哲也

　保護者の皆様、地域の皆様、あけましておめでとうございます。
　輝かしい新春を迎え、子供たちの元気な声と笑顔が栖本小学校に戻ってきました。本年も、子供たちの
成長の姿をこの「学校だより」を通してお伝えしてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

　大きな行事だけでなく、日々の何気ない生活の中にも子供たちの成長が溢れています。 １月１５日の「ス
テップアップタイム」では、４年生が前日の問題のやり直しに真剣に取り組んでいました。「できるように
なるまで、やり直しをする」という粘り強い姿勢が育っています。 また、１年生が運動場いっぱいを走り回
り、空高く「たこあげ」を楽しむ姿には、寒さに負けない元気をもらいました。
　さらに、校内を歩いていていつも気持ちが良いのが、靴箱の靴やトイレのスリッパが、かかとを揃えてピ
シッと整っていることです。こうした「当たり前のこと」を積み重ねる習慣が身に付いていることも、栖本
っ子のよさです。

栖本っ子のいいところ

　３学期の始業式では、２学期の終わりに子供たちと約束した「心の根っこ」について話しました。２
学期の様々な行事や学習を通して、子供たちの心には「太くてすてきな根っこ」がしっかりと育ちまし
た。この３学期は、その根っこから力強い芽を出し、花を咲かせるための準備期間です。そのために、
以下の「３つのレベルアップ」に挑戦しようと呼びかけました。
• 「ふわふわ言葉」で心の虹を：自分の考えを声に出し、温かい言葉で友達と心をつなぐ。
• 自分の命は自分で守る：横断歩道では「手をまっすぐピン！」と上げ、安全をしっかり確認する。
• 挨拶を進化させる：相手の目を見て、自分から先に、にっこり笑顔で挨拶をする。
また、今の学年のまとめとして、「分からない」をそのままにせず、自信を持って次の学年へジャンプ
できるよう準備を整えていきたいと思います

３学期、３つのレベルアップに挑戦！！
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2/　2（月）　校内人権旬間（～１３日）
2/　4（水）　委員会活動
2/   6  (金）　ノーメディアデー、栖本中新入生体験入学（６年生）
2/   9  (月）　５年総合食堂、ユニセフ募金（～１３日）
2/10 （火）　保小中連携研修・学校運営協議会
2/13 （金）　ゆめのたね教室２・３年、栖本小新１年生体験入学
2/16 （月）　地区児童会
2/18 （水）　学力検査（国）
2/19 （木）　学力検査（算）、食育の日、クラブ活動
2/20 （金）　薬物乱用防止教室（６年）、集金袋配付　
2/25 （水）   委員会活動　
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「AMAKUSA DAY～つながる力で天草の未来を創る 教育推進フォーラム」
６年生参加
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　１月１０日（土）、天草市民センターで行われた「AMAKUSA DAY～つながる力で天草の未来を創る
教育推進フォーラム」に６年生が参加しました。 ７００人以上が参観された大舞台で、子供たちは「伝
えたい！未来につなぐ 私たちの栖本」というテーマのもと、これまで積み重ねてきたふるさと学習の成
果を堂々と発表しました。発表では、１年生の苗植えから始まり、３年生の河童伝説調査、５年生の河内
川環境調査など、６年間かけて学んできた「地域の人・もの・こと」の足跡を振り返りました。しかし、
６年生の学びは「楽しかった」だけでは終わりません。町おこし協力隊の方の話を通し、栖本の人口が２
１年前の約２,９００人から現在は１,８４７人まで減少しているという衝撃の事実と向き合い、「このま
までは、自分たちが大好きな栖本の活気が失われてしまうかもしれない。大切なふるさとを、自分たちの
手で守り抜かなければならない」という切実な課題を、自分事として強く捉えました。そこから６年生が
導き出したのが、「一人ひとりの栖本ファン拡大ミッション」です。
• 「出て行った人にも帰りたいと思ってもらいたい」
• 「観光マップやパンフレット、PR動画で魅力を発信したい」
• 「オリジナルキャラクターを作りたい」 といった具体的なアクションプランを提示し、「栖本を元気に
するのは未来の自分たちだ」という力強い決意を表明しました。当日は広い会場を埋め尽くす観客を前
に、自分の台詞を完璧に覚え、会場の隅々まで届く明瞭な声で発表しました。その真剣な姿に、参観者か
らは「子供たちの姿に思わず涙がこぼれました」といった感動の声が寄せられました。この経験は、６年
生にとって「自分たちの発信が誰かの心を動かす」という大きな自信になったはずです。６年生の学習
は、現在進行形で続いています。今後のどのような発信をしてくれるのか、楽しみです。

２月の行事

子供たちの発表スライドより（一部掲載）


